




















On adopting “Ishuretsuzo” - a series of historical Ainu 
figures - as a teaching material in comparison with “Ainu-
Jinbutsu Byobu” - Ainu people drawn on Byobu, folding 
partitions with several panels -













白熊を引く男   踊る男たち   酒を飲む男  母と子ども 和人と挨拶する男 太刀をもつ長老 
 
アイヌ人物屏風（右隻） 






































イヌの首長 12 人が描かれている。現在、函館市中央図書館に 2 面（イコトイ・ションコ）
とフランスのブザンゾン美術考古博物館に 11 面（イコリカヤニを除く）が伝えられている。




















































































































































































































































































































































1798 年（寛政 10） 幕府、180 人余の大規模な蝦夷地調査隊を派遣
1799 年（寛政 11） 幕府、東蝦夷地を仮上知、アイヌの日本語使用、アイヌの改習・
和風化の方針を決定









1813 年（文化 10） 高田屋嘉兵衛の仲介でロシアが陳謝し、幕府はゴローニンを放還
1821 年（文政４） 幕府、蝦夷地直轄を廃止し、松前氏復領
７　むすびにかえて
　以上のように「歴史の説明」の実践例として、「アイヌ人物屏風」との比較を通して、「夷
酋列像」を作成し閲覧させた松前藩の意図を、ロシアの接近、それに対応する幕府の動き
から説明させたが、これは国際環境の変化に伴う近世後期の政治状況を考察させるところ
にねらいがあった。
　しかし、授業における年表を活用した考察の中で「なぜ、ロシアは進出して来たのか」
という新たな疑問も生まれ、改めて広がりをもつ教材であるということを実感した。この
頃は寒冷化の時期にあたり、ロシアのシベリア進出の背景には、毛皮交易の拡大という経
済的動機があったという（註⑳）。また、「なぜ、ロシアは撤退していったのか？」という
問いを立て、ゴローウニン事件の解決という日露の緊張緩和だけではなく、世界史と融合
させてナポレオン戦争の影響から考察させてもよい。幕府の「鎖国祖法観」の形成に大き
な影響を与えたというこの「北からの黒船来航」をよりダイナミックに扱う授業展開も考
えられるだろう。
　また、次期学習指導要領「歴史総合」では、近代化に関する大項目が設置されることが
想定される。近藤重蔵や間宮林蔵らの蝦夷地探査、伊能忠敬の「大日本輿地全図」作成な
ど国防の必要を痛感した幕府の国境策定につながる動きから、近代「国民国家」形成の萌
芽を考察させる展開を考えてもよい。国民国家が領域内住民の人的統合を図るという観点
から言えば、幕府によるアイヌ同化政策も注目されよう（註㉑）。関連して言えば、幕府は、
天然痘予防のために蝦夷地に医師を派遣して種痘を実施するが、これも異民族を国民化し
ていく動きの一つとも言える。東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館には、これに関わる平澤
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屏山筆「種痘施行図」も所蔵されている（註㉒）ことから、今後、歴史教育の教材として
の活用を図ってみたいと考えている。
註①　東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館『アイヌ文化展』図録、1990 年
註②　芹沢長介「波響筆『夷酋列像』と波嶋筆『アイヌ人物屏風』との関連について」（前
掲註①所収）
註③　佐藤花菜・濱田淑子「『アイヌ人物六曲一双屏風』（東北福祉大学コレクション）と
関連するアイヌ風俗画」（『東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館年報６』2014 年）
註④　「夷酋列像」展実行委員会・北海道新聞社『夷酋列像　蝦夷地イメージをめぐる人・
物・世界』図録 2015 年
註⑤　榎森進『アイヌ民族の歴史』草風館　2008 年
註⑥　楳澤和夫「北のシルクロード－『鎖国』とアイヌ－」（千葉県歴史教育者協議会『絵
画資料を読む日本史の授業』国土社　1993 年）
註⑦　加藤公明「肖像画のアイヌたちはなぜ蝦夷錦を着ているのか」（加藤公明『考える
日本史授業２』地歴社　1995 年）
註⑧　加藤公明「偽りのアイヌ像はなぜ描かれたのか」（加藤公明『考える日本史授業３』
地歴社　2007 年）
註⑨　「アイヌ長老」（『見る・読む・わかる日本の歴史４　近代』朝日新聞社　1993 年）
註⑩　中村真一郎『蠣崎波響の生涯』新潮社　1989 年
註⑪　「序」の写真版・翻刻ともに図録（前掲註④）に所収
註⑫　「『夷酋列像』をめぐる人」（図録〈前掲註④〉資料編に所収）
註⑬　春木晶子「《夷酋列像》－ 12 人の『異容』と『威容』」（前掲註④所収）
註⑭　前掲註②
註⑮　前掲註②
註⑯　前掲註④所収
註⑰　前掲註③
註⑱　関根達人『モノから見たアイヌ文化史』吉川弘文館　2016 年
註⑲　関口明・田端宏・桑原真人・瀧澤正編『アイヌ民族の歴史』（山川出版社　2015 年）
等を参考に筆者が作成　
註⑳　森永貴子『ロシアの拡大と毛皮交易』彩流社　2008 年
註㉑　浪川健治『アイヌ民族の軌跡』山川出版社　2004 年
註㉒　濱田淑子「（研究資料）平沢屏山筆『種痘施行図』」（『東北福祉大学芹沢銈介美術工
芸館年報１』2009 年）
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